
令和６年６月１日 

下塚田ふるさと応援隊 
　　会　長　作本眞悟 

　芒種の候、季節も巡り水無月となり、木々の葉も鮮やかになり稲穂も順調に生育を続け
ています。皆様いかがお過ごしでしょうか。 
　役員や関係者のご協力を頂き、地区主催の敬老会、ゆめ豊か下塚田主催の鯉のぼり祭り
も盛大に恙無く開催され、笑顔と笑いの時間を共有する事ができました。ありがとうござ
いました。少しずつ暑さを感じる日が増えてきましたが、ご自愛ください。 

　さて、私達「下塚田ふるさと応援隊」について、組織の考え方や活動内容について分か
りづらいとのご意見を頂きました。ご意見を踏まえ、今後不定期に活動報告書を皆様方に
お届け致します。 

活動の経緯と目的　「地域における身近な課題を住民の意思に基づき自主的に解決
し、もって良好な地域社会の維持及び地域の発展に資する」ことを目的とした活動を行う
組織として、田上吉美氏を中心に、令和２年４月４日有志１３名で発足しました。 

活動の参加者　その後2022年４月１日迄に、４名の新規入隊者を迎え、現在第５期目
に入り隊員１７名で活動を行なっております。 

活動の具体的な内容　組織の主な活動は、河川堤防の草刈り（５月、８月）、県道
の草刈り（６月、11月）、地区主催の市道愛護に係る応援草刈り（６月）、ゆめ豊か下
塚田主催の鯉のぼり掲揚撤収応援（４月、５月）等、地域の様々な要望要請を受けての問
題解決に対処しております。総ての要望要請に対応できる訳ではありませんが、お気軽に
声掛けを頂きますと、できる範囲で問題解決に努めていきたいと隊員一同に代わりまして
ご挨拶いたします。 

　５月11日（土）応援隊本体第１回目の活動である「河川堤防の草刈り（河川パート
ナーシップ）」作業を午前７時より、通常総会を午後３時より実施致しました。 

活動報告書

広報第１号（2024.06.01）



農村RMOについて　総会において、審議された議案のひとつに、自治会総会では否
決された「農村RMO事業」への取り組みを「下塚田ふるさと応援隊」を窓口に申請する
事が全員一致で可決されました。 

　人口減少や高齢化が急速に進行しており、地区単独では、農用地等の維持・管理と農業
生産活動の継続が困難になり、現在の状況を放置すると、集落単体では、農用地の保全や
農業生産だけでなく、集落機能の維持も難しくなる状況にあることから、広域的な範囲で
支え合う組織づくりが進むよう、総合的な対策を早急に講じていくことが必要です。 

　応援隊では、総会の議決を経て、窓口である県の担当課と協議いたしました。全国的に
見て、ひとつの小さな集落での事業取り組みへの申し出は、非常に珍しく、国の補助金交
付団体として採択されるのか不透明ですが、応援隊の申請が採択される様尽力するとのお
言葉を頂いております。正式には、現在開催中の国会の議決を経て正式に決定されるとの
事でありました。事業への取り組みについては、皆様方のご理解とご協力を賜ります様宜
しくお願い致します。 

今後の活動について　　 
　前記の通り、発足して５年目を迎えますが、組織の目的達成に向けた活動を今後とも続
けて参ります。皆様より「要望要請」「ご意見」「ご質問」等があればお気軽にご発声い
ただきます様よろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「御要望御要請」「ご意見」「ご質問」


